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　本ツール（AVerMedia Gaming Utility）は、キャプチャーボードのHDMI出力端子
（パススルー）にモニター・テレビを接続していない場合に使用します。例えば、下図の
ように、キャプチャーデバイスのHDMI出力端子（パススルー）にモニター・テレビを接
続していない場合に、一部の解像度がキャプチャーデバイスに入力されると、
『RECentral』、『OBS Studio』などのソフトウェアで映像が表示されない（“Signal 
Out of Range” / 黒または青い画面 / “No Signal” などが表示されます）場合があります。
その場合は、本ツールを使用し、キャプチャーデバイスに対応している特殊解像度
（EDID）に交換・調整してから再試行してください。 

※キャプチャーボードのHDMI出力端子（パススルー）にモニター・テレビを 
　接続している場合は、本ツールを使用する必要はありません。 
※EDID（Extended Display Identification Data）：「EDID」とは、 
　キャプチャーデバイスが対応している解像度などの設定データのことです。 
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キャプチャーボードの特殊解像度（EDID）調整ツール 
『AVerMedia Gaming Utility』の使用方法



①　ツールをダウンロードする

　製品ページのダウンロードからツールをダウンロードします。 

　・GC555： 
　　https://www.avermedia.co.jp/product-detail/GC555 
　・GC573： 
　　https://www.avermedia.co.jp/product-detail/GC573 
　・GC553： 
　　https://www.avermedia.co.jp/product-detail/GC553 

②　ツール（AVerMedia Gaming Utility）の使い方

Step 1. 
　キャプチャーデバイスをパソコン（PC / Mac）に接続し、キャプチャーデバイスの
HDMI IN端子とソース機器（ゲーム機など）の映像 / 音声出力（HDMI OUT端子）を接
続します。 

Step 2. 

【PC（Windows）の場合】 

　ダウンロード完了後、「AVerMediaGamingUtility.exe」という名前のファイルをダブ
ルクリックすると、「AVerMediaGamingUtility」というフォルダが作成されます。フォ
ルダを開いて、「AVerMedia Gaming Utility.exe」をダブルクリックし、ツールを起動
します。 
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【Mac（macOS）の場合】 

　ダウンロードが完了したら、「AVerMediaGamingUtility.dmg」という名前のファイ
ルをダブルクリックしてください。dmgファイルが展開されて、フォルダが開かれます。
下図の矢印のように、「AVerMediaGamingUtility.app」を「Applications（アプリケー
ション）」フォルダにドラッグ＆ドロップで移動（コピー）します。 

　Finderの「アプリケーション」フォルダから「AVerMediaGamingUtility.app」をダブ
ルクリックし、ツールを起動します。 
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※こんな時: 
　「AVerMediaGamingUtility.app」を開く時に、「”AVerMediaGamingUtility.app”は、
開発元が未確認のため開けません。」と表示されます。 

解決策： 
　「開発元が未確認のため開けません」と表示されたときに、Apple メニュー → 
【システム環境設定】 →【セキュリティとプライバシー】を開きます。 

　 

　「一般」タブをクリックし、「ダウンロードしたアプリケーションの実行許可」の一番
下に「”AVerMediaGamingUtility.app”は開発元を確認できないため、開けませんでし
た。」の右側に「このまま開く」ボタンが表示されるので、それをクリックします。 
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　そうすると「”AVerMediaGamingUtility.app”の開発元は未確認です。開いてもよろし
いですか？」が表示されるので、「開く」ボタンをクリックすると、 
「AVerMediaGamingUtility.app」を開きます。 
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ご注意： 
※『AVerMedia Gaming Utility』を起動する前に、必ず動作中のキャプチャーソフト 
　ウェア（『RECentral』、『OBS Studio』など）、ブラウザーなどを終了して 
　ください。 
※『AVerMedia Gaming Utility』を使用する際、『AVerMedia Gaming Utility』 
　で「ファームウェアのアップデート」もしくは製品ページのダウンロードから、 
　最新のファームウェアをダウンロード・アップデートしてください。 
※以下は『AVerMedia Gaming Utility』のバージョン Ver 1.1.1を使って 
　設定例を紹介します。 

Step 3. 
　ご使用のキャプチャーデバイスを選択します。「映像入力」で現在キャプチャーデバイ
スに入力されている解像度/FPSなどの情報を確認することができます。 
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ファームウェア情報・更新



Step 4. 
　【解像度変更】をクリックします。 

①　　入力端子を「HDMI」に設定してください。 
②③　左側の列（使用中の特殊解像度）から何れか1つの不要な特殊解像度を選択し、 
　　　右側の列（交換できる特殊解像度）から何れか1つの必要な特殊解像度を選択します。 
④　　「交換」をクリックし、対応する特殊解像度を交換します。 
⑤　　「適用」をクリックし、設定を保存します。 
　
※ご注意：キャプチャーデバイスの仕様の制限により、最大５つの特殊解像度を
　設定することができます。

⑥　「標準解像度」（主な対応解像度）を確認することができます。 
　　（※「標準解像度」は調整することができません。） 

⑦　「デフォルト」を選択すると、キャプチャーデバイスの初期の 
　　特殊解像度（EDID）に復元されます。

⑧　これまでに保存した解像度設定プロファイルをエクスポートしたり、
　　もしくは別の設定プロファイルを本ツールにインポートしたりします。 
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・設定：
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HDCP検出機能のオン / オフ

・（本ツール）表示言語の変更 
・更新のチェック


